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2叩9年4月2日-4日にかけて、ドイツ国ミュンヘン工科大学を訪問した。

同大学では現在、ドイツ政府の支援を受けたクラスター・オプ・エクセレンス

(αuster of Excellen田)拠点研究が実施されており、その一つである

rco酔itionfor Technical S抑tems:CoTeSysJのプロジェクトでは毎年
z岡の年次報告会を兼ねたワークシaップを開催している。今回、著者はこ
のワーク‘ンョッアでの招待講漬、ならびに同プロジェクトの固際評価委員とし

ての書加であった。同プロジェクトとは、現在著者が研究代表として進めて

いる文部科学者科学研究費補助金・学術創成研究費「記号過程を内包し

た動的システムの設計論J(却07年度-2011年度)のプロジェクトと連携を
進めているが、そもそもその契機主なったのは、いまから4年前の2005年10月

6日と7日に京都大学で開催された、ミュンへン工科大学と京都大学との交

涜企画「日本におけるFイツ ~Frontier Scienc白.Jのワークショップであっ

た。本学から尾池和夫前総長、ミュンヘン工大からE田町田.orKeidel副学

長(当時)を迎え、日本・ドイツ両政府による「日本におけるドイツ年Z版;j2(肪」

の事業の一環として本学が指名を受けて開催したもので、日独における科

学フロンティアを広く日本の学協会・企業・財団の方々 に紹介L、両大学・両

国の将来に向けた益々の学術研究交流の発展をはかるのが目的であった。

当時本学の工学研究科機械工学群を中.c.~に進めていた21世紀COEプロ

グラム「動的機極機械の数理モデルと設計論」との共催で、両大学から20
数名が参加ILての国際ワークショップを開催したのを機に、以来岡大学とは

研究・教育上の連携を深めてきているロ当時、岡大学とは4研究科(工学研

究科、エネルギー科学研究科、情報学研究科、地球環境学堂)との聞での
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部局関学術交流協定学生交流協定を椅結していたが、上記イベントの成

功を機に、両協定を大学聞のレベルに引き上げようということになり、当時の

荒木光彦研究科長・森揮真輔副研究科長のご尽力もあり、2006年から大

学問学術交流協定が、そして翌年から大学聞の学生交涜協定が結ばれ

ているロ

CoTeSysのプロジェクトは、ミュンヘン工大を始めドイツバイエルン地方

の周辺大学、研究所、企業を取り込んで大規模かつ組織的に展開されて

いるプロジェクトである。著者と親交の漂い岡大学のM副 nB四 s教授が

コーデイネータとして全体を率いており、5つのResearchA陀 aのもとに複数

の研究プロジェクトが展開されており、全体としては30数テーマの個別研究
プロジェクトから成る大研究連合体である。知覚、認知、行動のサイクルに

ついて、ロポットのみならず、生体モデルからさまざまな工学の人工物、生産

システムにいたるまで、「認知(cognition)Jを共通のキーワードとして新た

な工学システムのあり方についての研究を展開しているプロジェクトであり、

我々 の進めている学術創成研究とも共通する課題治移い。上記のワ-70ンヨッ
Tt'1主、数名のグループ長からそれぞれの成果が報告される形式で進めら
れ、その合聞に、日本(Kyo旬 Univ.)、スイス(Univ.of Zurich)、米国

(MIT， Univ. of Dlinois)、イタリア(1国JianInsti回teof Technology)から

の招待講演が組み込まれる形で進行Lたo両プロジェクトは、研究内容と目

指す目標のみならず、同じ時期に開始され、また同じ期間に亘って継続する

ことから、今後の協力関係を再確認する好機となった。同プロジェクトでは、

上記のResearchAreaとともに、研究成果のデモンストレーションのみを担

当するプロジェクトも編成されており、基礎理論のみならず、実践応用を大き

く意識している点、そして社会からのアクセプタンスを得るための広報体制

に注力しているところが特徴である。さらに、女性研究者の参加を増やすこ

とが拠点採択を受ける際の強い条件の一つであったとのことで、発表者の

中に占める女性の割合も多く、女性研究者ネットワーク(FemaleSci回国ts

Netw田k)の形成も活発に進められている。

ミュンヘン工大・京都大学の両大学は大学文化においても共通点量生多い。

誉れ高きドイツ閏バイエルン地方の中心をなすミュンヘンに、日本の文化と学

都を代表する京都。いずれも研究教育の両面において、極めてユニーク

な大学として高い評価を得ている大学であり、数多くのノーペル賞受賞者

を輩出している大学としても世界的に知られる。今後の益々の学術交斌の

深化カ噺侍されるところである。
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日韓共同理工系学部留学生推進フェアに参加して

長昌史

高分子化学専攻講師

2町周年9月6日に大韓民国閏立国際教育院(ソウル)で日韓共同理工系

宇都留学生プログラムの推進フェアが開催されました。このプログラムは

1998年の故小測恵三首相と故金大中大統領による日韓共同宣言に端を
発するもので、宜以降に開始芭れました。韓国の高校を卒業した学生を募集・

選抜L、韓国と日本で一年闘の予備教育を施した後、日本の理工系大学に
おいて学部学生として受け入れて、日本の最先端技術および知識を習得さ

せ、将来の日韓の架け橋として活躍する人材を育成することを目的として進

められているものです。予備教育は、4月から9月までの半年闘を韓国で、10

月から3月までの半年聞を日本で宥います。毎年約100名の留学生がこのプ

ログラムにより来日L、京大へは毎年2-7名の留学生が配属され、予備教

育後、工学部および良学部の大学一年生として入学しています。現在、予

備教育を受けている留学生古宮本プログラムの第五湖生です。これまでの10

年闘を本プログラムの第l期事業と位置付け、第1期事業で得られた経験を

踏まえた第2期事業が来年度より開始されることが今年2月の日韓外相会談

において合意されています。

今回の推進フェアでは、第2期事業の第1期生となるべく選抜試験を受

けた韓国の高校生が拳加しました。彼らは、後目、面接試験を受け、最終的

には1曲名程度にまで絞り込まれますロ日本からは約岨の大学が参加し、京

都大学からは筆者を青む3名が出席しました。午前中はホールで書加者が

一堂に会L、韓国国立国際教育院、文部科学省、および日本側大学の代
表者の挨拶が行われ、ついで日韓両聞の担当者から願書の作成方法や大

学への配属方法、面接試験のことなど本プログラムに闘する詳細な説明申書

行われましたロ午後からは、大学ごとに設置されたブースにおいて、高校生

との個別面識が行われました。京都大学のブースへも、本学への留学を希

望する多数の高校生とその親御さんが訪れました。「日本で生活するには

どの程度の日本語が必要ときれますか官」といった日本での生活に関するも

の、「こういったことを勉強するにはどの学部・学科に行けばよいか1Jといっ

た進路選択に関するもの、あるいは「高校生なのでまだ何をやりたいのかはっ

きりわからないのです」といったものまで、多岐に渡る質問や相談前寄せら

れました。京大のプースには、すでに本学で勉学に励んでいる本プログラム

の第7-砂田生(1-3回生)の学生に「通訳」兼「相談役」として来てもらい
ました。彼らは夏休みを利用Lて韓国へ帰省しているところで、遺くはプサ

ンからパスで5時間以上の道のりを駆けつけて〈れました。説明を受けるた

めに本フェアに訪れた候補生やその親御さんは、まだ日本語も英語も十分

には理解できない状態なので、日本ですでに生活し勉学に励んでいる本プ

ログラムの先輩たちによる実体験に基づいた韓固語で叩詳細な説明は、説

明を受ける伺にとってたいへん貴重で有益な情報であったと恩われます。

また、今回のフェアには、現在韓国で予備教育を受けており、lO月から本

学に来ることが決まっている第10期生の7名が京大のブースを訪問Lてく

れました。彼らには、まもなく住み慣れた故郷を離れ「異国の地Jで生活を
送ることになるという不安な気持ちはほとんど感じられず、未来への希望に

満ち溢れているように見受けられました。現在、韓国での予備教育で理教

系科目と日本語教育場者行われています。10月の来日後は全ての予備教育

科目前日本語で行われることになります。来固まで残りーヶ月を切っており、

京都での生活や勉学などの気になることがらについて、本プログラムの先輩

たちからしきりに情報収集をしていました。

本プログラムは、2000年に開始されてから今年度で10年目を迎えます。こ

の期間に約1∞o名の韓国人留学生が本プログラムを通じて日本の大学で
学び、すでに多くの卒業生が巣立っていきました。今回の推進フZアで対

象となる留学生は、第2期事業の第l期生となります。第2期事業では、これ

までの第1期事業で明らかになった様々な問題点の改善が計画され、日韓

双方にとってさらに有益な事業となることが期待されています。本事業がま

すます発展し、本学を訪れる留学生が有意義な学生生活を送れることを願っ

て止みません。


